
 

 

 

 

 

授業科目名 高齢者福祉論 単位数 2 

担当教員名 伊東 一郎 担当形態 単独 

実務内容 

（実務家教員の場合） 
 

「学位授与の方針」との関係 

本科目は、共生社会創造の目的のために、絶えず学び続ける意欲の助長を担うべきものであ

る。 

共生社会創造の目的のために、絶えず学び続ける意欲を持つこと。 

授業の到達目標及びテーマ 

・高齢者の生活実態を理解し、高齢者を取り巻く社会問題を説明できる 

・介護保険制度の仕組みを説明できる 

・介護保険制度の各種サービスについて説明できる 

・高齢者の暮らしを支える関係法規について概説できる 

・高齢者、家族を支える組織とその役割について説明できる 

授業の概要 

 この科目では、社会福祉士として高齢者と関わる際に知っておくべき高齢者を取り巻く社会

環境や介護保険制度をはじめとした法制度について解説している。これらを知ることで、様々

な困難な状況に置かれている高齢者に対し、その人に適したサービスへとつなげることができ

たり、あるいは、今あるサービスでは不十分なところを見つけ、ソーシャルアクションを起こ

したりするのに役立つことが期待される。また、高齢者を支援する様々な組織や専門職とその

役割を知ることで、高齢者や家族への適切な支援のあり方を考察していく。 

授業計画 

第１回：高齢者の特性（社会的、身体的、精神的理解） 

第２回：少子高齢社会と高齢者（少子高齢社会と社会的問題、高齢者を取り巻く諸問題） 

第３回：高齢者保健福祉の発展（高齢者観の変遷、高齢者福祉の発展過程、高齢者福祉の 

理念） 

第４回：高齢者支援の関係法規（高齢者保健福祉の法体系、老人福祉法） 

第５回：高齢者支援の関係法規（高齢者医療確保法、高齢者虐待防止法、バリアフリー新法） 

第６回：高齢者支援の関係法規（高齢者住まい法、高齢者雇用安定法、育児介護休業法） 

第７回：介護保険制度の基本的枠組み（制度の全体像、目的と理念） 

第８回：介護保険制度の基本的枠組み（保険財政、保険者と被保険者） 

第９回：介護保険制度のしくみ（要介護認定、保険給付、介護報酬） 

第１０回：介護保険制度のしくみ（地域支援事業、介護保険事業計画、質の確保のしくみ） 

第１１回：介護保険サービスの体系（専門職の役割と実際、居宅サービス） 

第１２回：介護保険サービスの体系（施設サービス、介護予防サービス、地域密着型サービ

ス） 

第１３回：高齢者と家族を支援する組織と役割（行政機関、サービス事業者、国保連） 

第１４回：高齢者と家族を支援する組織と役割（地域包括支援センター、シルバー人材センタ

ーなど） 

第１５回：高齢者と家族等に対する支援の実際（地域包括ケアシステムにおける支援など） 



 

 

 

 

定期試験   

教科書 

最新・社会福祉士養成講座２「高齢者福祉」（中央法規） 

参考文献 

特になし 

学生に対する評価 

レポート評価（５０％）、科目修得試験（５０％）を総合して評価する。 

 

 


